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【研究の概要等】  
 不活性なアルカン類の水酸化反応を触媒する P450 は、その高い酸化能力から、合成反応

への応用を意識した研究が世界中で展開されている。しかし、P450 による反応系の最大の

問題点は、「非常に高価な NADH や NADPH を基質に対して等モル量消費する」点にある。合

成反応への応用を考えると、安価な過酸化水素を酸化剤として用いる酵素系の創出が必須

条件であり、我々がこれまで行ってきた「ミオグロビンミュータントに P450 活性を導入す

る際、過酸化水素を酸化剤として利用する蛋白の分子設計」に固執してきた理由もまさに

そこにある。現在、高い酸化活性を示すミオグロビンミュータントの作成に成功している

が、時間とともにヘム分解が進行し、合成反応への応用という点で問題点を残していた。

そこで、本申請課題では、基礎的な研究成果を基盤に、実用化に向けた酸化酵素の創成を

目的に、以下の三点に焦点を絞って研究を展開する。 

1) 触媒条件下で丈夫なヘム酵素の設計 

2) P450BSβに対する基質多様性の賦与 

3) ミオグロビンミュータントへの基質認識能の賦与 

 

【当該研究から期待される成果】 

過酸化水素を酸化剤として用い、不活性なアルカン類の水酸化反応が毎分数百回のター

ンオーバーで進行するヘム酵素を作製する。同時に、基質認識能を有するミオグロビンミ

ュータントの設計を通じて、高い選択性を有する酸化酵素の実用化に向けたプロトタイプ

のヘム酵素を提供する。 
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【研究期間】 平成19年度－23年度  
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